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Abstract — As the second version of species list of Amphibians (Caudata, Anura) of 

Matsuyama City, Ehime Prefecture, Shikoku, Japan, originally published in 2002, this report 

presents full list of opilionid species so far recorded from the area of the city. The list consists of 

a total of 14 opilionid species belonging to 7 families. 

 
 

 本リストは，2002 年発行の「松山市野生動植

物目録 2002」に掲載された両生類の種リスト（岡

山 2002）の改訂第 2 版である。今回、松山市産

として記録される両生類は 7 科 14 種（前回リス

トから増減はなし）である。 

  

凡 例 

 

1. 種の分類学的配列および学名・和名は日本爬

虫両棲類学会編 (2009) 『日本産爬虫両生類標

準和名』に従った． 

2. 採集データは地名（成体または幼生の別，個

体数，採集年月日，採集者名）で表記した． 

3. 【既知】は既知記録．  

 

Amphibia Gray,1825 両生綱 

Caudata Scopoli,1777 有尾目 

Hynobiidae Cope,1860 サンショウウオ科 

1.Hynobius hirosei Lantz,1931イシヅチサンショウ

ウオ.北三方ヶ森(成体2.幼生1,1988.12.23,岡山健

仁);福見山(幼生 4,1994.12.3,岡山健仁);明神ヶ森

(幼生 3.1994.12.3,岡山健仁).【既知】大井野町福

見川源流～福見山(愛媛県編 1992a); (松山市編 

1993);(岡山 1995);明神ヶ森(森川 1979a);(森川 

1979b);(岡山 1995);久谷町𧃴川(八木 1966a);(八

木 1966b); (森川 1979b); (愛媛県編 1992b);北

三方ヶ森(田辺・岡山 1990);松山市南方の低山

(山本・森川 1982).【備考】従来は、オオダイガ

ハラサンショウウオ H. boulengeri とされていた

が、近年の研究の結果、四国産のものは独立種、

イシヅチサンショウウオとされた。環境省準絶

滅危惧(NT)。松山市絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)。 

 

Cryptobranchidae Fitzinger,1826 

オオサンショウウオ科 

2.Andrias japonicus (Temminck ,1836) オオサン

ショウウオ.【既知】石手川(佐藤 1943) ; (森川 

1975); (森川 1979); (山本・森川 1982); (松山市

編 1993).【備考】本市における過去の記録は，

飼育個体が逃亡したものである。国の特別天然

記念物指定。ワシントン条約附属書Ⅰ類掲載。

環境省絶滅危惧Ⅱ類(VU)。 

 

Salamandridae Goldfuss,1820 イモリ科 

3.Cynops pyrrhogaster(Boie,1826) アカハライモリ.

【既知】松山市(佐藤 1943);石手(愛媛県立博   

物館編 1978) ;杉立(楠編 1994a). 【備考】環境

省準絶滅危惧(NT)。松山市絶滅危惧Ⅱ類(VU)。 

 

Anura Fischer von Waldheim,1831 無尾目 

Bufonidae Gray,1825 ヒキガエル科 

4.Bufo japonicus japonicus Temminck et 

Schlegel,1838 ニホンヒキガエル.【既知】松山

城(松山市編 1993);(宇和・田辺・岡山 2004);

松山市(松井 1987);堀之内(西岡 1960); 杉立

(楠編 1994a);興居島(宇和・田辺・岡山 2004).

【備考】松山市絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)。 
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Hylidae Rafinesque,1815 アマガエル科 

5.Hyla japonica Günther,1859 ニホンアマガエル.

【既知】松山市(岡田 1930);(藤島 2001);杉立(楠 

編 1994a);石手川ダム周辺(楠編 1994b) ,河口大

橋(国土交通省 2000) ,河口大橋(国土交通省
2005). 

 

Ranidae Rafinesque,1814 アカガエル科 

6.Rana catesbeiana Shaw,1802ウシガエル.【既知】

松山市(松山市編 1993);(宇和・田辺・岡山 

2004); 杉立(楠編 1994a);石手川ダム周辺(楠編 

1994b);高井町日下泉(重信川ビオトープネット

ワーク研究会編 2000) ,河口大橋(国土交通省

1995) ,河口大橋(国土交通省 2000) ,河口大橋

(国土交通省 2005). 

7.Rana tagoi tagoi Okada,1928 タゴガエル.【既知】

高縄山(松山市編 1993). 

8.Rana rugosa Temminck et Schlegel,1838 ツチガ

エル.西野町(亜成体 1.1999.9.13,岡山健仁).【既

知】松山市(岡田 1930); (松山市編 1993); (宇

和・田辺・岡山 2004);杉立(楠編 1994a);石手

川ダム周辺(楠編 1994b). 

9.Rana nigromaculata Hallowell,1861 トノサマガ

エル.【既知】松山市(松山市編 1993);(岡田 

1930);(藤島 2001). 【備考】環境省準絶滅危惧

(NT)。松山市絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)。 

10.Rana japonica Boulenger,1879 ニホンアカガエ

ル.【既知】松山市(岡田 1930);(宇和・田辺・

岡山 2004). 【備考】環境省絶滅危惧Ⅱ類(VU)。 

11.Rana ornativentris Werrer,1903 ヤマアカガエル.

【既知】松山市(松山市編 1993);湯山音田谷(愛

媛県立博物館編 1978);菅沢町(宇和・田辺・岡

山 2004). 【備考】松山市絶滅危惧Ⅱ類(VU)。 

12.Fejervarya limnocharis (Gravenhorst,1829) ヌマ

ガエル.【既知】松山市(岡田 1930) ;(松山市編 

1993) ,河口大橋(国土交通省 1995) ,河口大橋

(国土交通省 2000) ,河口大橋(国土交通省 2005). 

 

Rhacophoridae Hoffman,1932 アオガエル科 

13.Rhacophorus schlegelii(Günther,1859) シュレー

ゲルアオガエル.【既知】高縄山高縄寺(愛媛県

編 1992); (松山市編 1993);杉立(楠編 1994a);

石手川ダム周辺(楠編 1994b);松山市(宇和・田

辺・岡山 2004);畑寺(愛媛新聞 1993.8.19). 【備

考】松山市準絶滅危惧(NT)。 

14.Buergeria buergeri(Temminck et Schlegel,1838) 

カジカガエル.【既知】石手川上流(松山市編 

1993); 杉立(楠編 1994a);石手川ダム周辺(楠編 

1994b);松山市(宇和・田辺・岡山 2004).【備考】

松山市絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)。 
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